
 

 

 

 

 

 

４月から本庁舎

穂高支所内に設置している

します。

本庁

り、

新たな環境で

に盛り込まれているサポートセンターの機能強化を進めます

◆主体的市民活動

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、

機会を増やす

せ活動団体の円滑な運営を応援します。

◆情報共有の仕組みづくりを

市内

センター

らゆる主体が取り組んでいる課題

す。

◆人財の発掘・養成を強化します

地域課題解決に必要な

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

スキルを保有している、講座など通じてスキル

る仕組み

◆サポート
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４月から本庁舎

安曇野市市民活動サポートセンター
穂高支所内に設置している

します。 

本庁舎内に移転

、区をはじめとする

新たな環境で

に盛り込まれているサポートセンターの機能強化を進めます

◆主体的市民活動

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、

機会を増やすなど支援を強化します。

活動団体の円滑な運営を応援します。

情報共有の仕組みづくりを

市内で公益的な活動をしている団体の情報

センターの広報紙

らゆる主体が取り組んでいる課題

す。 

◆人財の発掘・養成を強化します

地域課題解決に必要な

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

スキルを保有している、講座など通じてスキル

る仕組みを検討します。

サポートセンターの概要

■設置場所 

  

  

  

■主な諸室 

 相談窓口

 情報コーナー

399-8303 安曇野市穂高

４月から本庁舎へ 

安曇野市市民活動サポートセンター
穂高支所内に設置している

移転することによりまちづくり情報を広く市民

区をはじめとするまちづくり諸団体との連携、

新たな環境で、第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり

に盛り込まれているサポートセンターの機能強化を進めます

◆主体的市民活動を促進

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、

など支援を強化します。

活動団体の円滑な運営を応援します。

情報共有の仕組みづくりを

で公益的な活動をしている団体の情報

広報紙、ホームページ、交流会などで

らゆる主体が取り組んでいる課題

◆人財の発掘・養成を強化します

地域課題解決に必要なファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

スキルを保有している、講座など通じてスキル

を検討します。 

センターの概要

 安曇野市豊科６０００番地

安曇野市役所本庁舎２階

ＴＥＬ：０２６３－７１－２０１３

E-mail：

 

窓口   本庁舎２階

情報コーナー 本庁舎１階

安曇野市穂高６６５８

安曇野市市民活動サポートセンター
穂高支所内に設置している安曇野市市民活動サポートセンター

することによりまちづくり情報を広く市民

まちづくり諸団体との連携、

第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり

に盛り込まれているサポートセンターの機能強化を進めます

促進します

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、

など支援を強化します。

活動団体の円滑な運営を応援します。

情報共有の仕組みづくりを進め

で公益的な活動をしている団体の情報

、ホームページ、交流会などで

らゆる主体が取り組んでいる課題や活動内容

◆人財の発掘・養成を強化します

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

スキルを保有している、講座など通じてスキル

 

センターの概要 

安曇野市豊科６０００番地

安曇野市役所本庁舎２階

ＴＥＬ：０２６３－７１－２０１３

：kururin@city.azumino.nagano.jp

本庁舎２階 地域づくり課窓口カウンター

本庁舎１階南東

 

６６５８番地 

安曇野市市民活動サポートセンター
安曇野市市民活動サポートセンター

することによりまちづくり情報を広く市民

まちづくり諸団体との連携、

第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり

に盛り込まれているサポートセンターの機能強化を進めます

します 

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、

など支援を強化します。スキルアップ講座、活動事例紹介、活動団体交流会

活動団体の円滑な運営を応援します。 

進めます 

で公益的な活動をしている団体の情報や団体の運営に必要な

、ホームページ、交流会などで

活動内容など

◆人財の発掘・養成を強化します 

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

スキルを保有している、講座など通じてスキル

安曇野市豊科６０００番地 

安曇野市役所本庁舎２階 地域づくり課窓口

ＴＥＬ：０２６３－７１－２０１３

city.azumino.nagano.jp

地域づくり課窓口カウンター

南東 「くつろぎ広場」

 安曇野市市民活動サポートセンター

安曇野市市民活動サポートセンター
安曇野市市民活動サポートセンター

することによりまちづくり情報を広く市民

まちづくり諸団体との連携、庁内関連部門と

第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり

に盛り込まれているサポートセンターの機能強化を進めます

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、

スキルアップ講座、活動事例紹介、活動団体交流会

や団体の運営に必要な

、ホームページ、交流会などでタイムリーに発信します

などを共有し、

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

スキルを保有している、講座など通じてスキルを習得された方々など

地域づくり課窓口

ＴＥＬ：０２６３－７１－２０１３ 

city.azumino.nagano.jp

地域づくり課窓口カウンター

「くつろぎ広場」

市民活動サポートセンター

安曇野市市民活動サポートセンター
安曇野市市民活動サポートセンターが、４

することによりまちづくり情報を広く市民に伝える機会を増や

庁内関連部門との連携

第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり

に盛り込まれているサポートセンターの機能強化を進めます。 

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、

スキルアップ講座、活動事例紹介、活動団体交流会

や団体の運営に必要な助成金情報、人材育成情報

タイムリーに発信します

、団体同士のネットワークづくり

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

習得された方々など

地域づくり課窓口 

city.azumino.nagano.jp 

地域づくり課窓口カウンター 

「くつろぎ広場」 

市民活動サポートセンター

安曇野市市民活動サポートセンターを移転
４月１日に安曇野

伝える機会を増やすことが出来るようにな

連携がしやすくなります

第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり

市民一人ひとりが自発的、自主的にまちづくりに取り組めるように、活動のヒント、

スキルアップ講座、活動事例紹介、活動団体交流会

助成金情報、人材育成情報

タイムリーに発信します。また、交流会などの機会に、

団体同士のネットワークづくり

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。

習得された方々など人財に関する情報を共有し、活用す

 安曇野市市民生活部地域づくり課

情報コーナー

移転します
安曇野市役所本

伝える機会を増やすことが出来るようにな

がしやすくなります

第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動

活動のヒント、事例を示し

スキルアップ講座、活動事例紹介、活動団体交流会などをより充実

助成金情報、人材育成情報

また、交流会などの機会に、

団体同士のネットワークづくり

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

など、協働コーディネートに必要なスキルや資質向上を図るための講座を開催します。 

人財に関する情報を共有し、活用す

No.036
201

 
安曇野市市民生活部地域づくり課

情報コーナー設置

２

します 
市役所本庁舎に

すことが出来るようにな

がしやすくなります。 

推進行動計画」（案）

事例を示し、参画の

などをより充実

助成金情報、人材育成情報等を収集し、

また、交流会などの機会に、

団体同士のネットワークづくりにも取り組みま

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

人財に関する情報を共有し、活用す
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設置場所 
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1 

に移転

すことが出来るようにな

計画」（案）

、参画の

などをより充実さ

を収集し、

また、交流会などの機会に、あ

にも取り組みま

ファシリテーションスキルやコミュニケーションスキル、企画力、情報発信スキル

人財に関する情報を共有し、活用す
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松本市などが主催する「未来へつなぐ私たちのまちづく

りの集い～第３４回公民館研究集会・地域づくり市民活動

研究集会～」が開かれました。基調講演として東京大学大

学院教育研究科の牧野篤教授の「未来へつなぐ私たちに出

来ること」があり、地域課題を考える１１グループでの分

科会が開催されました。

同時に開催された市民活動商店街では

団体が活動内容をパネル展示し

松本市波田地区で不用食器を回収している委員会は会場で

実施し、分科会

この活動の

市との協働につなげ

使えない不

び付け、

協働

市民活動商店街には安曇野市から「あづみのフィルムアーカイブ」も出店しており、松本市での催しでし

たが取り組みの

■  

とする

安曇野市区長会では、区のあり方をまとめた「区マニュアル」

ュニティ・マニュアル（手順書）」

いけるように、家庭のあり方や、隣近所・隣組、常会や町内会、また区などの「支えあいや助け合う社会」

のあり方、このような社会実現に向けたまちづくりの「実践を進める際の手順」などをまとめています。

地縁型、目的型を問わず市民活動団体として

マニュアルは

くるりん通信 

レポート

 「まちづくり

２月１７日（
 
 

松本市などが主催する「未来へつなぐ私たちのまちづく

りの集い～第３４回公民館研究集会・地域づくり市民活動

研究集会～」が開かれました。基調講演として東京大学大

学院教育研究科の牧野篤教授の「未来へつなぐ私たちに出

来ること」があり、地域課題を考える１１グループでの分

科会が開催されました。

同時に開催された市民活動商店街では

団体が活動内容をパネル展示し

松本市波田地区で不用食器を回収している委員会は会場で

実施し、分科会

この活動のはじまりは不

市との協働につなげ

使えない不用

び付け、市民の「もったいない」と思う気持ちと「

協働実績の報告

市民活動商店街には安曇野市から「あづみのフィルムアーカイブ」も出店しており、松本市での催しでし

たが取り組みの

コラム

 安曇野市区長会の

とする区と目的型

安曇野市区長会では、区のあり方をまとめた「区マニュアル」

ュニティ・マニュアル（手順書）」

いけるように、家庭のあり方や、隣近所・隣組、常会や町内会、また区などの「支えあいや助け合う社会」

のあり方、このような社会実現に向けたまちづくりの「実践を進める際の手順」などをまとめています。

地縁型、目的型を問わず市民活動団体として

マニュアルは

 

レポート 

まちづくり

日（日） 
 
 

松本市などが主催する「未来へつなぐ私たちのまちづく

りの集い～第３４回公民館研究集会・地域づくり市民活動

研究集会～」が開かれました。基調講演として東京大学大

学院教育研究科の牧野篤教授の「未来へつなぐ私たちに出

来ること」があり、地域課題を考える１１グループでの分

科会が開催されました。 

同時に開催された市民活動商店街では

団体が活動内容をパネル展示し

松本市波田地区で不用食器を回収している委員会は会場で

実施し、分科会の第９分科

はじまりは不

市との協働につなげた粘り強い活動は分科会参加者の共感を得ていました。

用食器は通常埋め立てられるのですが、多治見市の製陶所で原材料として再利用する方法に結

市民の「もったいない」と思う気持ちと「

報告でした。 

市民活動商店街には安曇野市から「あづみのフィルムアーカイブ」も出店しており、松本市での催しでし

たが取り組みの幅広さを実感しました。

コラム 

安曇野市区長会の

目的型市民活動団体との

安曇野市区長会では、区のあり方をまとめた「区マニュアル」

ュニティ・マニュアル（手順書）」

いけるように、家庭のあり方や、隣近所・隣組、常会や町内会、また区などの「支えあいや助け合う社会」

のあり方、このような社会実現に向けたまちづくりの「実践を進める際の手順」などをまとめています。

地縁型、目的型を問わず市民活動団体として

マニュアルは安曇野市のホームページで閲覧できるほか、地域づくり課

 

まちづくり」を考える集

 ■場所 松本市中央公民館（Ｍウィング）
 ■主催 松本市
 ■主管 未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会

松本市などが主催する「未来へつなぐ私たちのまちづく

りの集い～第３４回公民館研究集会・地域づくり市民活動

研究集会～」が開かれました。基調講演として東京大学大

学院教育研究科の牧野篤教授の「未来へつなぐ私たちに出

来ること」があり、地域課題を考える１１グループでの分

 

同時に開催された市民活動商店街では

団体が活動内容をパネル展示し、活動の内容を

松本市波田地区で不用食器を回収している委員会は会場で

第９分科会「協働～市民と市のお互い

はじまりは不用食器をもったいないと思った５名の主婦の思いから始まったとのことですが、

粘り強い活動は分科会参加者の共感を得ていました。

食器は通常埋め立てられるのですが、多治見市の製陶所で原材料として再利用する方法に結

市民の「もったいない」と思う気持ちと「

 

市民活動商店街には安曇野市から「あづみのフィルムアーカイブ」も出店しており、松本市での催しでし

を実感しました。

安曇野市区長会の取り組み

市民活動団体との情報交換、

安曇野市区長会では、区のあり方をまとめた「区マニュアル」

ュニティ・マニュアル（手順書）」など

いけるように、家庭のあり方や、隣近所・隣組、常会や町内会、また区などの「支えあいや助け合う社会」

のあり方、このような社会実現に向けたまちづくりの「実践を進める際の手順」などをまとめています。

地縁型、目的型を問わず市民活動団体として

市のホームページで閲覧できるほか、地域づくり課

」を考える集い

松本市中央公民館（Ｍウィング）
松本市・松本市教育委員会
未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会

松本市などが主催する「未来へつなぐ私たちのまちづく

りの集い～第３４回公民館研究集会・地域づくり市民活動

研究集会～」が開かれました。基調講演として東京大学大

学院教育研究科の牧野篤教授の「未来へつなぐ私たちに出

来ること」があり、地域課題を考える１１グループでの分

同時に開催された市民活動商店街では、１４の市民活動

活動の内容を説明し

松本市波田地区で不用食器を回収している委員会は会場で

会「協働～市民と市のお互い

食器をもったいないと思った５名の主婦の思いから始まったとのことですが、

粘り強い活動は分科会参加者の共感を得ていました。

食器は通常埋め立てられるのですが、多治見市の製陶所で原材料として再利用する方法に結

市民の「もったいない」と思う気持ちと「

市民活動商店街には安曇野市から「あづみのフィルムアーカイブ」も出店しており、松本市での催しでし
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第２次「安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び

策定、意見を募集し

市が「協働

のまちづくり」をどう進めているかを聞きました。 

平成３１

からは新たな計画になります。計画策

定に先立って「協働のまちづくり」に関する市民アンケ

を踏まえて第２次計画で重点的に取り組む内容が決められました。

サポートセンターを「全く知らない」と答えた人が６６％ありました。協働推進

計画では３つの基本方針が示され、実施体制として市民活動サポートセンターと協働推進担当部署の役

サポートセンターは課題解決にあたり協働を担う主体間の中間支援を行い

機能としては協働のコーディネート強化、情報の収集・一元化の促進、課題解決に向けた相談対応力強化

は「出番」と「役割」

協働の目的」などを多くの図表

あづみ野音声パソコン教室「にこにこ」 

視覚障がいのある方でも扱える音声パソコンの基本操作の習得、

のための情報交換、生活支援用具の紹介など、交流と活動

」の待合室を開放し

者の皆さんが生活を豊かに過ごせるように、視覚

メールやインターネット等も使い、人とのつながりが広がってきています

本を読むことや文章が書けるようになり仕事につなげる人も出てきてい

安曇野市だけでなく、県内各地に会員がい

8102 長野県安曇野市三郷温

協働のまちづくり 

安曇野市市民活動サポートセンター「くるりん広場」

を踏まえて第２次計画で重点的に取り組む内容が決められました。

サポートセンターを「全く知らない」と答えた人が６６％ありました。協働推進

計画では３つの基本方針が示され、実施体制として市民活動サポートセンターと協働推進担当部署の役

サポートセンターは課題解決にあたり協働を担う主体間の中間支援を行い

機能としては協働のコーディネート強化、情報の収集・一元化の促進、課題解決に向けた相談対応力強化

「役割」であること、そしてまちづくりは「幸せづ

多くの図表を使い、

視覚障がいのある方でも扱える音声パソコンの基本操作の習得、

のための情報交換、生活支援用具の紹介など、交流と活動

の待合室を開放し

者の皆さんが生活を豊かに過ごせるように、視覚障がい支援の専用ソフトを使用し

メールやインターネット等も使い、人とのつながりが広がってきています

本を読むことや文章が書けるようになり仕事につなげる人も出てきてい

安曇野市だけでなく、県内各地に会員がい

長野県安曇野市三郷温

安曇野市市民活動サポートセンター「くるりん広場」

を踏まえて第２次計画で重点的に取り組む内容が決められました。

サポートセンターを「全く知らない」と答えた人が６６％ありました。協働推進

計画では３つの基本方針が示され、実施体制として市民活動サポートセンターと協働推進担当部署の役

サポートセンターは課題解決にあたり協働を担う主体間の中間支援を行い

機能としては協働のコーディネート強化、情報の収集・一元化の促進、課題解決に向けた相談対応力強化

であること、そしてまちづくりは「幸せづ

を使い、分かり

支援の専用ソフトを使用し

メールやインターネット等も使い、人とのつながりが広がってきています。最近ではタブレットや携帯電

本を読むことや文章が書けるようになり仕事につなげる人も出てきています。テーマを決めて勉強会の開

安曇野市だけでなく、県内各地に会員がい

長野県安曇野市三郷温 967-1  

代表者 

連絡者 

住所 

 

電話 

安曇野市市民活動サポートセンター「くるりん広場」 

を踏まえて第２次計画で重点的に取り組む内容が決められました。

サポートセンターを「全く知らない」と答えた人が６６％ありました。協働推進

計画では３つの基本方針が示され、実施体制として市民活動サポートセンターと協働推進担当部署の役

サポートセンターは課題解決にあたり協働を担う主体間の中間支援を行い

機能としては協働のコーディネート強化、情報の収集・一元化の促進、課題解決に向けた相談対応力強化

であること、そしてまちづくりは「幸せづ

分かり易い解説

支援の専用ソフトを使用し

。最近ではタブレットや携帯電

。テーマを決めて勉強会の開

安曇野市だけでなく、県内各地に会員がいます

 

古田 綾夫

古田 綾夫

〒399-8303

安曇野市穂高４２２３

0263-82

くるりん通信

 

を踏まえて第２次計画で重点的に取り組む内容が決められました。 

サポートセンターを「全く知らない」と答えた人が６６％ありました。協働推進

計画では３つの基本方針が示され、実施体制として市民活動サポートセンターと協働推進担当部署の役

サポートセンターは課題解決にあたり協働を担う主体間の中間支援を行い

機能としては協働のコーディネート強化、情報の収集・一元化の促進、課題解決に向けた相談対応力強化

であること、そしてまちづくりは「幸せづ

解説で、参加者か

支援の専用ソフトを使用してパソコン

。最近ではタブレットや携帯電

。テーマを決めて勉強会の開

ます。 

 

綾夫 

綾夫 

8303 

穂高４２２３ 

82－4393 

くるりん通信 
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サポートセンターを「全く知らない」と答えた人が６６％ありました。協働推進

計画では３つの基本方針が示され、実施体制として市民活動サポートセンターと協働推進担当部署の役

サポートセンターは課題解決にあたり協働を担う主体間の中間支援を行い

機能としては協働のコーディネート強化、情報の収集・一元化の促進、課題解決に向けた相談対応力強化

であること、そしてまちづくりは「幸せづ

参加者か

パソコン

。最近ではタブレットや携帯電

。テーマを決めて勉強会の開

  

 



くるりん通信
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安曇野市市民活動サポートセンター
開館時間

休館日

 

住所

電話

E

URL
 

 

くるりん通信 

イベント情報
 

 さとぷろ。

■ 日

■ 場

■ 内

■ 申

■ 参 加

■ 主

■ 問 合

 
 あづみ野風土舎

■ 日

■ 場

■ 内

■ 申

■ 参 加

■ 主

■ 問 合
 

 『潮沢の謎をたどる旅』

■ 日

■ 集合場所

■ 主  

■ 内

■ 申

■ 参 加

■  持 ち

■ 問 合

安曇野市市民活動サポートセンター
開館時間 

休館日 

  

住所  

電話/FAX 

E-mail 

URL  

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

平成３１年

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

登録団体募集

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

くり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。

 

イベント情報

。フォーラム２０１９

日 時 ３

場 所 安曇野市役所本庁

内 容 ・

申 込 事前申込不要

参 加 費 無料

主 催 さとぷろ。

問 合 せ 安曇野市農林部

E

あづみ野風土舎公演 

日 時 ３

場 所 国営アルプスあづみの公園

内 容 「

申 込 事前申込不要

参 加 費 入園料が必要

主 催 国営アルプスあづみの公園

問 合 せ 国営アルプスあづみの公園

の謎をたどる旅』

日 時 ３

場所 安曇野市

 催 潮沢ロマン

内 容 柏

申 込 事前申込

参 加 費 1,000

持 ち 物 昼食

問 合 せ 横田

安曇野市市民活動サポートセンター
 午前 9 時～午後

 毎週日曜日

 年末年始 

 〒399-8303

 0263-82

 azumino-

 http://azumino

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

平成３１年３月５日（

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

登録団体募集  

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

くり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。

イベント情報 

フォーラム２０１９ 

３月９日（土

安曇野市役所本庁

・ツミキノチカラ

事前申込不要

無料 

さとぷろ。 

安曇野市農林部

E-mail  k

 

３月２１日（

国営アルプスあづみの公園

「絵本の広場

事前申込不要

入園料が必要

国営アルプスあづみの公園

国営アルプスあづみの公園

の謎をたどる旅』 

３月２１日（

安曇野市明科

潮沢ロマンの

柏尾に残る藁人形祭りと

事前申込必要

1,000 円 

昼食および飲み物。歩きやすい服装

横田  TEL

安曇野市市民活動サポートセンター
時～午後 5 時 

毎週日曜日 

 12 月 29 日～

8303 安曇野市穂高

82-1922 

-skc＠bz03.plala.or.jp

http://azumino-skc.net/

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

月５日（火）３月１５日（

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

くり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。

 里山とともにある暮らしを

土）午後 1 時

安曇野市役所本庁舎４階

ツミキノチカラ（受賞報告）

事前申込不要 

 里山保全・体験学習プロジェクト

安曇野市農林部 耕地林務課

ouchirinmu@

日（木・祝）午前

国営アルプスあづみの公園

絵本の広場」の一環 

事前申込不要 

入園料が必要（大人 450

国営アルプスあづみの公園

国営アルプスあづみの公園

日（木・祝）午前９

明科 旧篠ノ井線廃線敷き

の会   

尾に残る藁人形祭りと

必要 

 

および飲み物。歩きやすい服装

TEL０９０－８７００－４５５９

安曇野市市民活動サポートセンター（平成３１年３月３１日まで）

日～1 月 3 日 

安曇野市穂高 6658

bz03.plala.or.jp 

skc.net/ 

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約）

月１５日（金

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

くり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。

里山とともにある暮らしを

時～午後４時

４階 大会議室

（受賞報告） ・里山の達人サミット

里山保全・体験学習プロジェクト

耕地林務課林務担当

ouchirinmu@city.azumino.nagano.jp

午前 11 時～

国営アルプスあづみの公園 堀金・穂高地区

 大型紙人形劇

450 円、65 歳以上

国営アルプスあづみの公園 

国営アルプスあづみの公園  TEL&FAX

午前９時２0

旧篠ノ井線廃線敷き

 ■共

尾に残る藁人形祭りと名九鬼を巡る

および飲み物。歩きやすい服装

０９０－８７００－４５５９

（平成３１年３月３１日まで）

 

6658 番地 

市民活動サポートセンター特別相談日（要予約） 〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

金）３月２５日（

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

くり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。

里山とともにある暮らしを。 

時 

大会議室 

・里山の達人サミット

里山保全・体験学習プロジェクト

林務担当 TEL

city.azumino.nagano.jp

～、午後 1 時

堀金・穂高地区 

大型紙人形劇 安曇野民話「

歳以上 210

TEL&FAX ０２６３－

0 分集合 

旧篠ノ井線廃線敷き 白坂第二トンネル

共 催 明科いいまちつくろうかい！！

名九鬼を巡る 

および飲み物。歩きやすい服装で参加下さい。

０９０－８７００－４５５９ 

（平成３１年３月３１日まで） 

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

月２５日（月） 

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

くり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。

・里山の達人サミット 

里山保全・体験学習プロジェクト 

TEL０２６３－７１－２４３２

 

時～（各回 30

 あづみの学校多目的ホール

安曇野民話「八面大王」

210 円、中学生以下無料

０２６３－７１

白坂第二トンネル駐車場

いいまちつくろうかい！！

で参加下さい。 

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

 毎月５のつく開館日

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

くり情報をお届けいたします。是非ご登録をお願いいたします。 

 ・さとぷろ。活動報告

０２６３－７１－２４３２

30 分） 

あづみの学校多目的ホール

八面大王」 

学生以下無料）

７１－５５１１

駐車場 

いいまちつくろうかい！！

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

毎月５のつく開館日 

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２）

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

さとぷろ。活動報告

０２６３－７１－２４３２ 

あづみの学校多目的ホール 

） 

５５１１ 

いいまちつくろうかい！！ 

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕

（上記以外にも随時受付けますが、事前にご連絡いただけると助かります。電話８２－１９２２） 

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ

さとぷろ。活動報告 他 

〔市民活動のイロハ、ＮＰＯの立ち上げ等に関する内容〕 

 

安曇野市市民活動サポートセンターでは、センターに登録していただける団体等を常時募集しています。 

より多くの団体等に登録していただき、各種事業を展開していきます。登録していただくと各種まちづ


